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市
は
、
地
震
に

対
す
る
住
宅
の
安

全
性
を
確
保
す
る

た
め
、
簡
易
耐
震

診
断
や
耐
震
化
工

事
な
ど
の
費
用
一

部
補
助
の
二
期
募

集
を
開
始
し
ま

す
。耐

震
補
強
は

「
診
断
」
、
「
設

計
」、「
工
事
」
の

順
で
行
い
ま
す
。

【
耐
震
診
断
】建

物
が
地
震
に
対
し

て
ど
の
程
度
の
強

さ
を
持
っ
て
い
る
か
調
査
し
ま
す
。

【
耐
震
設
計
】耐
震
診
断
の
結
果
、

安
全
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
建
築
士
が
「
耐
震
設
計
」
を
行

い
補
強
の
方
法
を
決
め
ま
す
。

【
耐
震
化
工
事
】
耐
震
設
計
を
基

に
、
工
事
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅
は
昭
和
５６
年
５
月

３１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
（
そ

の
他
条
件
あ
り
）。

各
補
助
・
助
成
額
は
左
上
表
の
通

り
。(

所
定
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
９
月
１
日
〜
１１
月
１２
日
に
直

接
、市
役
所
６
階
の
建
築
指
導
課（
!

７８４
・
８
０
６
５
）
へ
。

◆
２
０
２
１
年
上
半
期
の
火
災
・
救

急
・
救
助
概
要
（
速
報
値
）

市
内

で
の
火
災
・
救
急
・
救
助
概
要
は
次

の
通
り
。（

）
内
は
前
年
。

【
火
災
】
▽
火
災
件
数
'
２３
件
（
３０

件
）▽
焼
損
床
面
積
'
１３５
平
方
㍍（
１５４

平
方
㍍
）
▽
死
者
'
０
人
（
０
人
）

▽
負
傷
者
'
８
人
（
７
人
）
▽
主
な

原
因
'
た
ば
こ
４
件
で
全
体
の
１７

％
、電
気
装
置
・
火
遊
び
・
放
火（
放

火
の
疑
い
を
含
む
）
各
２
件
▽
損
害

額
'
３
千
２０
万
１
千
円
（
８２２
万
９
千

円
）。

【
救
急
】
▽
出
動
件
数
'
４
千
５９７

件
（
４
千
６８９
件
）
▽
主
な
出
動
理
由

'
急
病
３
千
１０
件
で
全
体
の
６５
・
５

％
、
一
般
負
傷
７３２
件
、
転
院
搬
送
３４８

件
▽
搬
送
人
数
'
４
千
２１１
人
▽
科
目

別
の
搬
送
状
況
'
内
科
１
千
８９９
人
で

全
体
の
４５
％
▽
傷
病
程
度
別
'
入
院

加
療
を
必
要
と
し
な
い
「
軽
症
」
が

２
千
１０７
人
で
全
体
の
５０
％
。

【
救
助
】
▽
出
動
件
数
'
７９
件
（
７５

件
）
▽
救
助
活
動
件
数
'
４４
件
（
４３

件
）
▽
事
故
種
別
'
建
物
等
に
よ
る

事
故
３２
件
、
交
通
事
故
５
件
、
火
災

３
件
、
水
難
事
故
２
件
、
機
械
等
に

よ
る
事
故
１
件
、
そ
の
他
３６
件
。

問
市
消
防
局
情
報
管
理
課
!

７８３
・

０
１
２
３
。

◆
「
も
し
も
の
時
に
備
え
て
応
急
手

当
を
学
ぼ
う
！
」
を
開
催

９
月
２８

日
㈫
午
前
９
時
半
、
市
消
防
局
で
。

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）
と
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
取
り

扱
い
を
学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
者
１５
人
。
無
料
。
受
講
者
に

は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

(
電
話
で
市
消
防
局
救
急
課
!

７８３

・
０
３
２
２
へ
。
先
着
順
。

◆
「
防
災
と
備
蓄
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

を
開
催

日
時
・
内
容
な
ど
は
次
の

通
り
。

【
日
時
・
内
容
】
▽
９
月
１３
日
㈪

'
大
雨
や
台
風
に
備
え
て
〜
防
災
、

気
象
情
報
と
そ
の
効
果
的
な
活
用
に

つ
い
て
▽
１０
月
８
日
㈮
'
危
機
管
理

と
食
に
つ
い
て
。
い
ず
れ
も
午
後
１

時
半
【
会
場
】
東
リ

い
た
み
ホ
ー

ル
【
定
員
】
各
５０
人
【
受
講
料
】
１

回
・
２
回
受
講
い
ず
れ
も
千
円
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

問
伊
丹
消
費
者
協
会
!

７７３
・
１
４

８
３
。

給
水
ス
ポ
ッ
ト

ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
に
設
置

市
と
市
上
下
水
道
局
は
、
水
道
水

の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

減
量
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
２
階
の
体
育
館
前
に

マ
イ
ボ
ト
ル
に
水
を
く
め
る
給
水
ス

ポ
ッ
ト
（
冷
水
機
）
を
設
置
し
ま
し

た
。ボ

ト
ル
を
置
く
と
セ
ン
サ
ー
に
よ

り
自
動
的
に
給
水
が
で
き
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
削
減
本
数
が
表
示
さ
れ
ま

す
。無

料
。

問
市
上
下
水
道
局
経
営
企
画
課
!

７８３
・
１
６
０
０
。

◆
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
伊
丹
を

歩
こ
う
」
を
開
催

９
月
１８
日
㈯
午

前
９
時
半
（
荒
天
中
止
）。

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
西
側
カ
リ
ヨ
ン
塔
前

に
集
合
し
、
有
岡
城
跡
か
ら
猪
名
野

神
社
ま
で
を
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
案
内
で
巡
り
ま
す
。

定
員
１５
人
。
参
加
料
１００
円
。

(
９
月
１
〜
７
日
に
電
話
で
市
教

委
社
会
教
育
課
文
化
財
担
当
!

７８４
・

８
０
９
０
へ
。
先
着
順
。

命を守る

住宅の耐震化

簡易耐震診断費と補助・助成額（戸建の場合）
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9
月
1
〜
10
日

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

市
は
、
国
が
定
め
る
屋
外
広
告
物

適
正
化
旬
間
に
合
わ
せ
、
９
月
１
〜

１０
日
に
関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
と
協
力
し
て
、
市
内
パ
ト

ロ
ー
ル
や
路
上
違
反
広
告
物
な
ど

（
電
柱
や
街
路
樹
な
ど
に
許
可
な
く

取
り
付
け
ら
れ
た
貼
り
紙
な
ど
）
の

撤
去
を
行
い
ま
す
。

◎
イ
ン
フ
ラ
通
報
シ
ス
テ
ム
で
通
報

を

路
上
違
反
広
告
物
等
通
報
制
度

（
イ
ン
フ
ラ
通
報
シ
ス
テ
ム
）
は
、

電
柱
や
街
路
樹
な
ど
に
許
可
な
く
取

り
付
け
ら
れ
た
貼
り
紙
や
立
て
看
板

な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

通
報
で
き
る
仕
組
み
で
す
（
右
下
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）。

通
報
時
は
現
場

が
分
か
る
よ
う
に

周
囲
の
景
色
も
入

れ
て
撮
影
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
違
反
広
告
物
の
所

在
地
な
ど
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

目
印
と
な
る
建
物
な
ど
の
情
報
を
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
広
告
物
は
通
報
対
象
外
で

す
。▽

公
共
的
目
的
に
よ
る
も
の
▽
道

路
工
事
現
場
な
ど
法
令
の
規
定
に
よ

る
も
の
▽
冠
婚
葬
祭
・
祭
礼
な
ど
の

一
時
的
な
も
の
▽
営
利
を
目
的
と
し

な
い
活
動
（
政
治
活
動
、
宗
教
活
動

な
ど
）
に
関
す
る
も
の
。

＊

＊

問
市
都
市
計
画
課
!

７４４
・
２
２
６

２
。

◆
大
阪
国
際
（
伊
丹
）
空
港
周
辺
の

建
造
物
高
さ
制
限
に
ご
注
意
を

航

空
法
に
よ
り
、
空
港
周
辺
に
設
置
す

る
物
件（
建
築
物
、ク
レ
ー
ン
、
ア
ン

テ
ナ
、避
雷
針
、樹
木
な
ど
）
に
は
、

高
さ
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
件
を
設
置
す
る
場
合
は
、
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

で
確
認
を
。

問
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
!

０６
・
４

８
６
５
・
９
６
０
１
。

◆
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
を
募

集

市
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
内

に
事
業
所
か
事
務
所
が
あ
る
法
人
・

団
体
（
自
薦
・
他
薦
は
不
問
）
を
募

集
し
、
表
彰
し
ま
す
。

表
彰
基
準
は
▽
従
業
員
の
性
別
に

と
ら
わ
れ
な
い
職
域
拡
大
▽
性
別
に

関
わ
ら
な
い
仕
事
と
家
庭
生
活
な
ど

の
両
立
支
援
▽
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
な
ど
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

―
―
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。

表
彰
式
は
１１
月
ご
ろ
を
予
定
。

(
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
９
月
３０
日
ま
で
に
直

接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５

０
３
伊
丹
市
役
所
同
和
・
人
権
推
進

課
（
!

７８４
・
８
１
４
６
。
メ
ー
ル
も

可
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
を
）
へ
。

伊
丹
広
２
面

０
９
０
１
０
２

井
❶
井
❷
尚
❸
尚
❹
井
❺
井
❻
井
❼
尚
❽
井
❾
尚

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
１
９
２
３
年
の
こ
の
日
、
関

東
大
震
災
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
教

訓
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
国
は
９

月
１
日
を
「
防
災
の
日
」
と
制
定

し
ま
し
た
。

近
年
、
我
が
国
も
含
め
、
世
界

各
地
で
大
雨
洪
水
、
土
砂
災
害
や

地
震
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が

た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
特
に
、
大
型
化
す
る
台
風
や
頻

発
す
る
集
中
豪
雨
、
さ
ら
に
発
生
が

予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
な
ど
に
対
す
る
備
え
が
重
要
で
す
。

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
一
貫
し

て「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」を

市
政
運
営
の
最
優
先
課
題
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
全
学
校
園
の
耐
震

化
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
現

在
、
免
震
構
造
を
備
え
災
害
時
の
拠

点
と
な
る
市
役
所
新
庁
舎
や
災
害
時

に
も
機
能
す
る
統
合
新
病
院
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
避
難
所
で
使

用
す
る
テ
ン
ト
型
間
仕
切
り
や
感
染

症
対
策
用
品
の
備
蓄
も
進
め
て
い
ま

す
。た

だ
率
直
に
申
し
上
げ
て
、
特
に

大
規
模
な
災
害
に
対
し
て
は
、
行
政

職
員
に
よ
る
公
助
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
私
は
、常
日
頃
か
ら
、

自
助
・
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
助
け

合
い
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
行

動
の
確
認
、
食
料
や
水
な
ど
の
備

蓄
、
正
確
な
情
報
収
集
な
ど
に
努
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
エ
フ
エ
ム
い
た
み
の

放
送
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
さ
ら
に

「
い
た
み
防
災
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
メ

ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
配
信
に
よ

り
、
災
害
情
報
を
届
け
ま
す
。

加
え
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
迅
速
なラ

情
報
収
集
・
避
難
支
援
を
行
う
「
Ｌ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
防
災
ア
プ
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オオサンショウウオ
陸で発見した時は連絡を

市内の河川には、国指定特別天然記念物
のオオサンショウウオが生息しています。
オオサンショウウオは、８月下旬～９月
中旬に産卵期を迎え、産卵の巣穴確保のた
めに移動するなど、日中の活動が活発にな
ります。
触れると噛みつかれる危険があり、国か
ら許可された専門家以外の捕獲は文化財保
護法違反になります。オオサンショウウオ
を見つけたときは次のことを守ってくださ
い。
!水中にいる場合＝周辺に巣があるので
そのままに!河川外、陸上にいる場合＝触
れずに市教委社会教育課文化財担当へ!死
体を見つけた場合＝死体や骨も特別天然記
念物です。触れずに同担当へ。

市教委社会教育課文化財担当
!７８４－８０９０
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博物館はみやのまえ文化の郷への機能移転の準
備のため、１０月１日から休館します。
来年４月には美術館、工芸センター、伊丹郷町

かき もり

館、柿衞文庫と統合した「（仮称）市立伊丹ミュ
ージアム」へと生まれ変わります。

博物館!７８３－０５８２

この広報紙は９万１０００部作成し、印刷経費は１部あたり６円です（内訳：市負担分３円・広告収入分３円）

金額
一部自己負担
上限１００万円
上限５０万円
上限１００万円
上限５０万円
定額５０万円
上限５０万円
定額１０万円

診断・補助・助成名
簡易耐震診断
建替工事費補助
除却工事費補助
耐震改修工事費補助
簡易耐震改修工事費補助
屋根軽量化工事費補助
シェルター型工事費補助
防災ベッド等設置助成


